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＜連絡事項＞

· 4/30（水）塚本　勝昭様、見学予定。下口　政子様、正式利用。

· 5/1（木）沢田　三郎様、退院療養検討会議開催予定。木村が出席予定。

· 5/23（金）青陽館エレベーター定期点検実施予定。

· 本日、委員会の事業報告あり。

· グループホーム入居者様が通所を欠席する場合は、不調・用事に関わらず、関係機関（青明舎・青山荘・青風荘）にメールで情報提供すること。青明舎や世話人のスタッフが、様子を見に行くとのこと。

＜外来情報＞

· 駒目　　翔　様～自動車免許の教習所に通っており、カーブがうまく曲がれないと話されている。

学校は問題ないとのこと。喘息について、八戸赤十字病院では、発作も起きていないみたいで調子は良いが、サケやイカにもアレルギーがあるのではないかと説明されたとのこと。

· 森田　清助　様～おっくうになることはなく、花粉症もひどくはないと話されている。

· 高橋　百壽　様～デイケアにも通うことできている為、本人希望もあり、訪問看護は2週間に１回

の利用に変更となる。

· 我満　奈津紀様～禁煙をしていたが、イライラする為、２時間に１本だけ吸うようにしているとの

こと。婦人科診察については、診察台を使用するため、ゴールデンウィーク明けに再受診するよう説明されたと話されている。

· 本田　英之　様～青山荘での生活は問題なく、デイケアはお金を払っているから気合が入っている

と話されている。内服を減らせないかと本人から希望あるが、調整せずに様子をみること説明している。ゴールデンウィークは5/6まで外泊予定で、外泊中は勉強をしたり、家事手伝いを行っているとのこと。

＜利用者様情報＞

· 川口　八寿子様～６月よりうみねこ幸房を利用したいとのことで、毎週金曜日は早目の9：30に来

所するようにしたいと話されている。本来、６月上旬から利用したいとのことだが、6/20に詩吟の大会があり、幸房利用と並行すると体調を崩す可能性があるため、利用は６月下旬～７月頃にしてはどうかと説明。青明舎にも相談をするよう促している。

· 宮　　陽子　様～突然、泣き出すことあり、「人前で泣いているよりなら、自分の部屋で泣いて

いたい」と帰荘希望されている。泣いている理由については何も話さない。昼食事は、ほぼ全量摂取しているが、表情は穏やかだが冴えなさみられる。少し早目に帰荘している。

· 駒目　　翔　様～先週の金曜日にあずま会に行ってきたこと、自動車の教習所に通っていることを

報告している。教習所内での運転で、カーブがどうしても曲がれずポール等にぶつかってしまうこと、教習所内で発作も起こしていることも話されており、本人の現在の状態では自動車運転は危険で難しいこと説明するも理解乏しい。発作に関しては、「教習所に救急救命士の人がいるから、発作は治してくれるはず」と楽観的に話されている。

· 秋山　和子　様～週末、母親が友人と青森へ花見に行き、その間、本人はカードを預かって自分で

買い物を行っていたと話されている。以前のように家族関係に関して不安を訴えることはなく、表情も穏やか。ゴールデンウィーク中の休みについて尋ねることあり、休みたいときは休んでも良いこと、欠席の連絡は必ずするよう説明している。今後も、本人の訴えを傾聴し、変化を見逃さないようにしていく。

· 八木橋　牧雄様～４月中に、ナイトケア利用停止になることを本人と上司に連絡していく。

＜事例検討＞

本多　富美様（39）女性　　情緒不安定性人格障害・アルコール依存症

デイケア利用月数：１０ヶ月

○現在の治療計画

· 悩み事をスタッフに相談できる環境を提供していく。

· 衝動行為に走る前に、スタッフへ自分の気持ちを伝えることが出来る。

○現在の状態

· 衝動行為はないが、相手がどう感じるか考えないうちに、感情に任せて発言をしてしまうことがある。発言した後、「言っちゃった」とスタッフに相談し、自身の行動を振り返ることが出来ている。

· 「退院して１年したら（６月頃）仕事をする」「コンビ二で働きたい」と話されており、バイトをしたいコンビニも具体的に決めている様子。

· 仕事歴は豊富で、通所していない日は、父親の仕事（廃油に回収）について行っているとのこと。

· 仕事を始める条件として、服薬の自己調整をしないこと、飲酒しないことを挙げている。以前と比べ、頻度は少なくなってきており、最近１ヶ月は内服自己調整・飲酒はしていない様子。

· 新しい犬を飼い始めてから、夜間睡眠はとれているとのことで、生活リズムも安定している様子。

· 今まで再入院するきっかけは、仕事での対人関係・家族関係からくるストレス、またはそれによる飲酒・多量服薬。

· 仕事を始めると家族が過干渉になる傾向があるが、前回入院時、病棟にて家族勉強会も行っており、過干渉となることは少ない様子。

○今後の対応・治療計画

· ストレスを溜めないように、本人の話を傾聴し、ストレス緩和方法について話し合う。

· 就職に関しては、服薬の自己調整をしないこと、飲酒しないことを条件に、６月まで様子を見る。










